
と
を
知
り
、
学
習
意
欲
や
進
路

　

雅

意
識
の
向
上
に
つ
な
が
った
一

　　

【釧
路
発
】
厚
岸
期
洋
高
校

方
で
、
幅
広
い
進
路
希
望
に
対

（福
田
雅
人
校
長
）
の
海
洋
資

応
す
る
た
め
、
受
け
入
れ
先
の

　

源
科
２
年
生
は
１１
月
下
旬
、
公

拡
充
や
内
容
の
充
実
が
課
題
に

　

立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
の
和
田

上
が
っ
た
。

　　　　　　

雅
昭
教
授
に
よ
る
特
別
授
業
に

前
年
度
の
取
組
を
踏
ま
え
今

　

参
加
し
た
。
文
部
科
学
省
の
マ

回
は
①
保
育
・教
育
コ
ー
ス
②
イ
ス
タ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事

経
済
・商
学
コ
ー
ス
③
福
祉
・
業
の
一環
と
し
た
も
の
。
講
義

理
学
コ
ー
ス
④
情
報
・機
械

　

を
通
し
て
生
徒
た
ち
は
ス
マ
ー

　　

、

　　　　

Ｌた

　　　　

、

．

　　　　

磁
１

を
展
開
し
て
い
る
。

　　　

年
年
任

　　　　　　　

　

　

ｕこ

授
業
は
そ
の
一環
で
行
っ
た

　

ー

も
の
で
、
事
業
の
統
括
役
を
担

　

一

う
は
こ
だ
て
未
来
大
の
和
田
教

　

－

授
が
来
校
。
厚
岸
町
水
産
農
政

課
職
員
や
漁
業
者
と
の
意
見
交

流
を
行
っ
た
ほ
か
、
海
洋
資
源

科
２
年
生
１５
人
に
対
し
て
特
別

授
業
を
行
っ
た
。

＝
。
町
内
の
小
・
あ
ら
か
じ
め
学
校
で
選
ん
だ
推

　　　　　　

釧

　

路

　

局

中
学
校
か
ら
４８
人

　

薦
本
の
魅
力
を
代
表
者
３
人
が

の
児
童
生
徒
が
参

　

５
分
間
で
紹
介
し
た
。
参
加
者

　

【釧
路
発
】
釧
路
教
育
局
は

加
。
各
校
の
代
表

　

は
、
推
薦
理
由
や
本
の
読
み
ど
１３
日
、
釧
路
工
業
高
校
の
生
徒

者
が
選
定
し
た
お

　

こ
る
な
ど
を
、
自
分
の
言
葉
で

　

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

薦
め
の
本
１
冊
の

　

相
手
に
伝
わ
る
よ
う
力
を
尽
く

症
雇
患
に
伴
い
、
１２
日
か
ら

魅
力
を
発
表
す
る

　

し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

　

学
級
閉
鎖
の
措
置
を
講
じ
て
い

と
と
も
に
、
質
疑

　

行
っ
た
。
発
表
後
に
行
っ
た
質

　

る
。
１４
日
に
は
、
標
茶
高
校
の

応
答
の
時
間
を
通

　

疑
応
答
の
時
間
で
は
、
積
極
的

　

生
徒
が
雁
患
し
た
こ
と
か
ら
、

業
を
行
っ
た
。

和
霧

授
は
ス
マ
，
ト
蓬

こ

理
一鯛
護
鮒
罫
揃
蟹
縫
沈重曇
と

遥
し≦
暴
筆

年撰
捲
置
講
じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

力
を
高
め
合
っ
た
。

　　　　

る
。

　　

、．′
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最優秀賞受賞の栄誉
算数数学・授業の達人大賞

企
画
し
た
「第
帖
回
算
数
数

　

さ
れ
た
資
料
や
ビ
デ
オ
映
像

　

講
評
、
受
賞
者
の
授
業
ビ
デ
オ

　

安
い
か
を
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
枚
数
と

学
・授
業
の
達
人
大
賞
」
で
最

（実
際
の
授
業
参
観
も
含
む
）
視
聴
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　　

代
金
の
関
係
を
表
し
た
グ
ラ
フ

優
秀
賞
（大
賞
）を
受
賞
し
た
。

を
も
と
に
受
賞
者
を
選
出
す

　

受
賞
理
由
と
し
て
「動
画
教

　

を
も
と
に
し
て
説
明
す
る
こ
と

　

授
業
の
達
人
大
賞
は
小
・
る
。

　　　　　　　　　

材
を
用
い
た
授
業
構
成
や
全
国

　

が
で
き
る
」
と
設
定
し
た
。

中
・高
校
に
お
い
て
、
意
欲
的

　

毎
年
、
全
国
各
地
か
ら
多
数

　

学
力
・学
習
状
況
調
査
で
学
習

Ｎ
Ｈ
Ｋ
フ
ォ
ー
ス
ク
ー
ル
を

な
実
践
・研
究
や
創
意
あ
ふ
れ

　

の
実
践
応
募
が
あ
り
、
本
年
度

　

指
導
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
明

視
聴
し
、
本
時
の
問
題
「１
枚

る
指
導
に
よ
っ
て
、
優
れ
た
算

　

は
赤
本
教
諭
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ

　

ら
か
に
な
っ
て
い
る
部
分
へ
の

　

２
０
０
０
円
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
５

数
・数
学
、
理
科
の
授
業
を
実

「ア
ク
テ
ィ
ブ
ｍ
マ
ス
と
ノ．」

　

具
体
の
主
張
」
「問
題
解
決
の

　

枚
以
上
買
い
た
い
。
Ａ
店
は
５

践
し
た
教
員
を
顕
彰
す
る
も

放
送
リ
ス
ト
第
３
回
「
一次
関

　

授
業
が
日
常
化
さ
れ
て
い
る
こ

　

枚
以
上
購
入
で
３
５
０
０
円
引

の
。
１５
回
目
を
迎
え
る
本
年
度

　

数
」
の
活
用
が
大
賞
の
栄
誉
に

と
を
裏
付
け
る
単
元
１
時
間
ず
‐
き
、
Ｂ
店
は
何
枚
で
も
２０
％
割

か
ら
、
理
科
・
授
業
の
達
人
大

　

輝
い
た
。

　　　　　　　

つ
の
学
習
状
況
が
明
確
に
分
か

　

引
。
ど
ち
ら
が
安
く
買
え
る

賞
も
開
催
さ
れ
た
。

　　　　

４
日
、
東
京
理
科
大
神
楽
坂

　

る
指
導
案
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

　

か
」
か
ら
「購
入
す
る
Ｔ
シ
ャ

　

赤
本
教
諭
の
授
業
を
参
観
し

　

キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
に
、
オ
ン

　

た
。

　　　　　　　　　

ツ
の
枚
数
が
５
枚
以
上
の
と

た
知
人
が
勧
め
、
今
回
初
め
て

　

ラ
イ
ン
参
加
に
よ
る
授
賞
式
や

　

大
賞
を
受
賞
し
た
授
業
は
、

き
、
枚
数
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
の

応
募
。
提
出
し
た
関
係
書
類
等

　　　　　　　　　　　　　　　　

単
元
名
「
一次

　

お
店
の
方
が
安
く
買
え
る
か
判

は
、
学
習
指
導
案
（授
業
計
画

　　　　　　　　　　　　

ゞ

　　　

関
数
」。
１９
時

　

断
し
よ
う
」
と
い
う
本
時
の
課

書
を
含
む
）
Ａ
４
版
２２
枚
、
授

　　　　　　

′

　　

テ燦
・

　　

間
扱
い
の
１６
時

題
を
確
認
し
た
。

業
の
ビ
デ
オ
映
像
（前
分
授

　　　

態
竪
彰
．

　　

，，
，
…
三
一

　　

間
目
。
本
時
の

　

枚
数
を
×
、
代
金
を
ｙ
と
し

　　　

【釧
路
発
一
道
教
育
大
学
附

　

業
）、
実
践
報
告
書
と
生
徒
へ

）
′

　

属
釧
路
義
務
教
育
学
校
（内
山

　

の
配
布
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

３

　

隆
校
長
）
後
期
課
程
で
数
学
科

選
考
方
法
は
第
１
次
審
査

（
、
を
担
当
す
る
赤
本
純
基
教
諭

（ｍ
月
下
旬
）
と
第
２
次
審
査

　　

は
、
東
京
理
科
大
学
が
主
催
・

（１１
月
中
旬
）
が
あ
り
、
提
出

表
彰
状
を
手
に
す
る
赤
本
教
諭

４
日
、
東
京
理
科
大
神
楽
坂

　

る
指
導
案
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

　

か
」
か
ら
「購
入
す
る
Ｔ
シ
ャ

　

ー議

韓
．
．獣

ャ
ン
ミ

　

を

　　

こ
、

　

ン

　

こ
。

　　　　　　　　　　

ツ

　　　

ゞ
５

　　　

と

「Ａ
店
を
ｙ
”””２
０
０
０

ｘー

　

に
よ
る
指
導
や
釧
路
算
数
数
学

単
元
名
「
一次

　

お
店
の
方
が
安
く
買
え
る
か
判

　

３
５
０
０
」
「Ｂ
店
を
ｙｎ””１

研
究
会
で
授
業
づ
く
り
に
励
ん

関
数
」。
１９
時

　

断
し
よ
う
」
と
い
う
本
時
の
課

　

６
０
０
×
」
と
し
て
グ
ラ
フ
に

　

だ
多
く
の
方
々
に
感
謝
を
述
べ

間
扱
い
の
１６
時

　

題
を
確
認
し
た
。

　　　　

一不
し
、
２
つ
の
グ
ラ
フ
を
比
較

　

た
上
で
「目
指
す
授
業
は
、
考

間
目
。
本
時
の

　

枚
数
を
×
、
代
金
を
ｙ
と
し

　

す
る
こ
と
で
、
安
く
買
え
る
店

　

え
る
こ
と
の
楽
し
さ
が
体
感
で

目
標
を
「
一次

　

た
表
を
作
成
す
る
中
で
、
８
枚

　

を
判
断
す
る
要
素
と
し
た
。

　

き
る
授
業
」
と
話
し
、
数
学
の

関
数
を
用
い
て

　

目
と
９
枚
目
か
ら
２
つ
の
店
に

　

生
徒
か
ら
は
「表
に
し
て
数

　

面
白
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

事
象
を
捉
え
、

差
が
出
る
こ
と
に
着
目
。
「グ

　

値
を
比
較
す
る
こ
と
や
、
グ
ラ

　

う
、
今
後
も
授
業
づ
く
り
に
励

２
つ
の
店
の
代

　

ラ
フ
で
表
す
方
が
比
較
し
や
す

　

フ
の
交
点
の
意
味
を
読
み
取
る

　

ん
で
い
き
た
い
と
意
欲
を
示
し

金
の
ど
ち
ら
が

　

ぃ
の
で
は
」
と
い
う
考
え
か
ら

　

大
切
さ
が
分
か
っ
た
」
「グ
ラ

　

た
。 愛

慕

課
題
解
決
に
向
－

〆

　

け
話
し
合
う
生
一

～
も
徒

　　　

一

」
フ
の
交
点
の
座
標

一を
明
確
に
す
る
た

瀦
め
に
連
立
方
程
式

の
必
要
性
を
感
じ

た
」
な
ど
の
意
見

が
上
が
っ
た
。

　

赤
本
教
諭
は
、

道
教
育
大
釧
路
校

の
早
勢
裕
明
教
授

馴ー

　

‐

　

．

認可）


